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「釜利谷地区における自然環境との調和に向けて」 

 

 

NEXCO 東日本 横浜工事事務所（横浜市旭区、所長：小谷充宏）は、現在事業中の横浜環状南

線（以下「横環南」）建設において、生物多様性に配慮し、良好な自然環境を保全・創出した自然にや

さしい道づくりを進めています。 

横環南が通過する釜利谷地区は横浜市内でも比較的自然環境がまとまりをもっている地域であり、

コナラ等を主体とする二次林や湿原が存在し、ヒメウキガヤ（神奈川県レッドデータ生物調査報告書

2006 において絶滅危惧ＩＢ類）やホトケドジョウ（環境省レッドリスト（日本の絶滅のおそれのある野生生

物の種のリスト）汽水・淡水魚類(2007)において絶滅危惧ＩＢ類）等の生育・生息が確認されている地

区です。 

このため、平成７年度に「横環南自然環境検討委員会」（委員長；亀山章東京農工大学名誉教授）

を設置し、道路建設における自然環境の保全・復元・創出を基本方針として、横環南事業を進めてお

り、釜利谷地区の自然環境との調和に向けて調査・検討を進めてきたところです。 

その後も追跡調査を継続しており、現在においてもヒメウキガヤやホトケドジョウの生育・生息状況が

順調であること、ならびに水生動物の生息状況等からほぼ同質な環境が維持されていることを確認し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

【報道関係者専用】  NEXCO 東日本 関東支社 横浜工事事務所 

      工務課長 白鳥 一也   Tel. ０４５－３５２－３７７１ 

             （受付時間／平日９：００～１７：２５） 

  

本資料については、神奈川県政記者クラブ、横浜市政記者会にお配りしています。 
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事業概要 

 
横環南は「首都圏中央連絡自動車 

道」の一部をなすとともに、神奈川県 

や横浜市の総合計画などにおいても 

重要な道路として位置付けられてい 

ます。 

また、横環南は横浜の都心部から 

半径約１０～１５㎞に位置し、横浜市 

郊外の各区の相互連絡を容易にし、 

市の一体化を図るとともに、横浜中心 

市街地の交通混雑の緩和を図ること 

等を目的に計画された「横浜環状道 

路」の一部をなす重要な自動車専用 

道路です。 

 

横環南の環境保全 

 

平成１１年３月、多くの動植物にとっ 

て貴重な水辺環境である「ひょうたん 

池」が横環南事業に伴い改変を受ける 

ため、代替環境として上流側に「新ひょうたん池」を整備し、ヒメウキガヤの一部移植実験を行いました。

また、平成１２年２月には、これまでの調査・検討の内容を事業者として適宜具体化していくための「釜

利谷地区自然環境保全・管理基本計画」を作成しました。 

平成１３年１月及び平成１６年３月、平成１８年３月に行った記者発表では、ヒメウキガヤの一部移植

実験後の追跡調査結果から、「ひょうたん池」とその代替環境として整備した「新ひょうたん池」につい

て、水質・水量、水生動物の生息状況等からほぼ同等な環境が形成されていること、ヒメウキガヤ、ホ

トケドジョウについても良好な生育・生息状況であることを報告しています。 

その後も追跡調査を継続しており、現在においてもヒメウキガヤやホトケドジョウの生育・生息状況が

順調であること、ならびに水生動物の生息状況等からほぼ同質な環境が維持されていることを確認し

ています。 

また、工事に伴って改変を受ける区域に生育する貴重な植物についても、近隣の適切な場所へ一

部移植実験を行っており、その後の追跡調査によっておおむね良好な生育が確認されています。今後

も釜利谷地区における自然環境に関する追跡調査を継続的に実施し、その結果を工事等に反映させ

ていきます。 

 なお、横環南は全線にわたって、自然環境保全に向けた取り組み、特に緑化に関する様々な活動を

実施しています。横環南沿線地域の住民の皆様や小学生の方々に、横環南周辺に将来植える苗木

の植樹をしていただく環境学習体験を実施するなど、地域と協働しながら事業を進めています。 
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池を移して生態系を守る 

～ヒメウキガヤ編～ 

 

平成１１年３月、横環南事業に伴い改変を受ける「ひょうたん池」の代替環境として上流域に「新ひょう

たん池」を整備し、ヒメウキガヤの移植を実施しました。 

平成２２年６月時点では、下記の写真のように順調な生育をしております。 

 

 

  平成２２年６月の新ひょうたん池ヒメウキガヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメウキガヤ（イネ科ドジョウツナギ属） 

北海道と本州の河川の上～中流域、水路、水田などの水辺や水中に生育する多年草。稈（茎）は細

長く水中を這い、葉は水面に浮遊するか立ち上がり、ときに沈水状態でも生育。花期は５月から７月。

（参考：1994「日本水草図鑑」、文一総合出版） 

 ヒメウキガヤは、神奈川県レッドデータ生物調査報告書2006（神奈川県立生命の星・地球博物館 ）

において絶滅危惧ＩＢ類にランク付けされています。 

ヒメウキガヤ最盛期の面積推移
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池を移して生態系を守る 

～ホトケドジョウ編～ 

 

 

 

ホトケドジョウ（新ひょうたん池確認個体） 

 

ホトケドジョウ（ドジョウ科ホトケドジョウ属） 

 青森県と中国地方西部を除く本州、および四国東部に分布し、水田・湖沼などにすむ。産卵期は３

月下旬から６月上旬である。１年で４～５㎝（オス）ないし５～６㎝（メス）となる。（参照：1980「原色日

本淡水魚図鑑」（㈱保育社）） 

 

※ホトケドジョウは、環境省「レッドリスト（日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）汽水・淡水

魚類（2007）」において「絶滅危惧ⅠＢ類」にランク付けされています。 

 

その他にも新ひょうたん池では以下のアブラハヤやシマドジョウといった注目すべき種（魚類）が確認され

ております（写真はいずれも新ひょうたん池での確認個体）。 

 

アブラハヤ 

 

 

シマドジョウ 

新ひょうたん池を整備以降、ひょうたん池に生息しているホトケドジョウ等の生物を積極的に代替環境

である新ひょうたん池に移設しています。新ひょうたん池、ひょうたん池のホトケドジョウにつきましては、平

成１１年８月から生息確認調査を開始し、以来毎年生息を確認しております。 
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貴重な植物を移植して守る 

 

釜利谷地区では、環境省のレッドデータブックなどで希少とされている「注目すべき種」が確認されてお

り、それらの種の保全を図るため、平成１７年度、平成２１年度、平成２２年度に合計１１科１６種を対象と

して移植を実施しております。また、移植後の事後調査（平成１８年度から平成２２年度までの毎年）を実

施し、その後の生育状況を確認しております。 

 

生育していた場所と同等な環境を見つけて移植を実施しています。 

移植した植物のうち、ミヤマシラスゲやハンゲショウは、移植時の数よりも１０倍以上に増えており、良好な

生育状況を確認しています。今後もそれぞれの種に適した場所へ移植を実施していきます。 

 

 

移植後５年が経過した代表的な注目すべき種（植物） 

ミヤマシラスゲ ハンゲショウ 

  

サイハイラン エビネ 
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参考資料 

グリーンプロジェクトよこかんみなみ 

～よこかんみなみを緑化する活動～ 

 

 よこかんみなみでは、周辺環境への影響をできるだけ小さくし、横浜市域の貴重な自然を守るた

め、平成７年度より緑化に関するさまざまな検討を開始しました。 

現在は、よこかんみなみを緑化する活動《グリーンプロジェクトよこかんみなみ》に取り組ん

でおり、事業予定地に設けた４箇所の「グリーンセンター」（育苗施設）では、沿線地域で採った樹木の種

から多くの苗木を育てています。 

また、地元の子どもたちと社員が協力して植樹を行う「エコ体験会」（植樹体験会）を開催し、地域の皆

さまと共に＜エコロード＞の実現を目指しています。 

 

≪グリーンプロジェクトの基本方針≫ 

 

 
※マルチング材：保温や保湿、雑草防止などのために植物の根元を覆う材料のこと。 

※環境施設帯：沿道の生活環境保全を目的に、幹線道路の車道の外側に植樹帯や歩道・自転車道などを設ける道路の部分のこと。 
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◆プロジェクトの概要 

 

 

 

 

 

 工事によって改変された場所や新しく造成された場所には、早期の自然復元や周囲

の景観との調和を図るため、周辺地域の環境に適した樹木を可能な限り植栽し、自然

環境の保全を図ります。 

 緑化を行うことで地球温暖化の防止に貢献できるほか、樹林には空気の浄化作用や、

動物たちの棲みかとしての大変重要な役割が期待できます。また、緑化することで涼し

い木陰をつくったり、憩いの場を演出したりするなど人々にも癒しを与える効果もありま

す。 

 

 

完成イメージ図（横浜市 栄区 笠間地区） 

 

 

 

のり面、開削トンネルの地上部、換気所周辺、環境施設帯など、建設する道路の周り

に、できるだけ多くの緑を植えます。 

可 能 な限り緑 化  
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工事でやむを得ず樹木を伐採する場合は、樹林を復元するために苗木を植樹します。“よこかんみな

み”では、コナラやクヌギなど、沿線地域の樹木の種子を採取して育てた「地域性苗木」（郷土種）による

植樹を計画しています。採取した種子は、沿線地域の遺伝情報を持っており、こうした種子から育てた苗

を用いた緑化は、地域の生物多様性の保全に貢献します。 

地元で種子を採取したハゼノキ（左）とムラサキシキブ（右） 
 

 
採取した種子 

 

主に沿線地域で採取した苗や種子＝郷土種を育成して緑化に利用することで、生態

系への影響をできるだけ小さくします。 

郷 土 種 を主 体 に 



 

8 

 

 

 

 

 

 できるだけ早く多くの緑を復元するために、沿線地域で採取した種子を、ＮＥＸＣＯ総研緑化技

術センター（滋賀県）で発芽させ、数年間育成したものを事業予定地に設けた４箇所の「グリーンセンター」

（育苗施設）へ移植し、環境に順応させながら育成しています。 

 この植樹作業については当事務所社員のほか、植樹体験会を通して、沿線地域の小学生のみなさんにも

苗木育成に協力してもらいながら進めております。平成 23 年 3 月末現在、事業用地内では約 6,300 本の

苗木を育成しています。 

 

 

 
小学生による植樹風景 

 

エコ体験会（植樹体験会）の開催状況 

 

 

 

 
グリーンセンター（横浜市 栄区 飯島町）

（約 1,600 本） 

グリーンセンター（鎌倉市 岩瀬） 

（約 1,000 本） 

 

 

工事によって伐採してしまう樹木を、できるだけ早く復元するため、今から苗

木を育てています。 

樹 林 を早期 復 元  
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 建設工事により伐採した樹木は、細かくチップ化して苗木を育てるためのマルチング

材として有効利用しています。また、掘り取った表土は、植物の生育に欠かせない有機

物や、その分解を促す微生物など、多くの資源が含まれていることから植栽基盤として

再利用する予定です。 

 

 

チップの利用状況 

 

表土の模式図 

 

 

 

伐採した木や掘り取った表土（植物の生育に必要な有機物を多く含む表層土

壌）も、処分せずに緑化のために再利用します。 

資 源 を有効 活 用  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


